
福島第一原子力発電所
１号機オペレーティングフロア

再調査の計画について

平成２４年１０月２２日

東京電力株式会社

１．調査概要

◆目的

◆実施内容

◆実施予定日

把握し、今後の使用済燃料プールからの燃料取り出し等の検討に資すること

１０月２４日 オペフロ調査（実施日前後に準備、片付け作業あり）

調査機材のバックアップとして飛翔体を準備する。

1号機原子炉建屋5階オペレーティングフロア（以下、オペフロ）の状況を

を目的とする。

カメラを取り付けたバルーンを用いて、以下の調査を実施する。なお、

－オペフロ機器ハッチ開口部の線量測定

－オペフロ上の屋根ガレキ、天井クレーン、燃料取替機等の状況調査

－大物搬入口から機器ハッチ、SFPまでのアクセス性確認
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使用済燃料プール

原子炉ウェル

機器貯蔵
プール 監視員

カメラ
側方用3台
上方用1台

バルーン
寸法：φ2m×H5m
揚重：約10kg

バッテリー／
無線送信機

機器ハッチ

原子炉建屋断面図
イメージ

飛来防護

介錯ロープ

２．調査イメージ（バルーン）

防護シート
（高密度ｱﾗﾐﾄﾞｼｰﾄ）

頂部補強フレーム

大物搬入口

バルーン：事前に調査、確認した障害物を避

けられるようサイズ、形状を変更

カメラ ：高画質カメラを搭載

線量計2台
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原子炉ウェル

機器貯蔵
プール

大物搬入口

カメラ

バルーン：
φ3m

揚重約7～9kg

バッテリー／
無線送信機

機器ハッチ

原子炉建屋断面図
イメージ

飛来防護 兼
遮へい体

介錯ロープ

３．前回（H24.8.8）調査方法

ケーブルと思われる物と干渉したため、
調査対象のオペフロに到達できなかっ
た。
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４．調査イメージ（バックアップ）

小型飛翔体 AR.Drone2.0

線量計
カメラ

監視員

モニター

寸法(mm)
φ400×H350

質量
650g

搭載機器
カメラ２台
線量計１台

連続稼動時間
6分

寸法(mm)
500×500×H150

質量
400g

搭載機器
カメラ２台

連続稼動時間
15分

iPad等


